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本日はコンテンツ制作面
のお話しを中心にさせて
いただきたいと思います。 

by 田原@電流協EPUB研究会 
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日本の電子書籍市場規模 
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l  2012年度は推計729億円 
l  新プラットフォーム向け368億円 

v  スマホやタブレットユーザの増加 
v  楽天kobo、Amazon等の参入で一般消費者の認知拡大 
v  コミックを中心としたコンテンツの拡充　など 

l  2013年度以降は本格的拡大期 
v  スマホやタブレットの保有者数の増加 
v  コンテンツの拡充 
v  紙の書籍との同時発売の増加　など 

出典：http://www.impressbm.co.jp/news/130627/ebook2013 



出版市場規模（取次ルートを経由
した出版物の推定販売金額） 
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l  2012年　1兆7,398億円 
v  書籍はミリオンセラーが文春新書『聞く力』の１点にとどま
るなど、ヒット作に恵まれず6年連続前年割れ 

v  雑誌は15年連続マイナス成長 
v  推定販売部数は、書籍6億8790万冊、雑誌18億7339万冊 

出典：出版科学研究所 



この一年 
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高い操作性とスタミナ性能を薄型軽量ボディで実現 

2012年9月21日 

「Kindle Paperwhite」は8,480円から 
2012年10月26日 

日本で生まれた、日本の読書好きのための電子書籍端末 

2012年12月10日 

19#

日本経済新聞 
2013年1月1日 (1面) 

※一例を示したものです。 

読書に革命を。新しい楽しさを。 
2012年7月19日 



日本でのEPUB3.0によるコンテ
ンツ制作需要が急増 

6	  

l  2011年10月   IDPF「EPUB 3.0 Final Specification」公開 

l  2012年  3月　ソニーリーダー EPUB3.0 Fix型対応 

l  2012年  7月   楽天が「kobo Touch」を発売 

l  2012年  9月　Google Playブックス開始 

l  2012年  9月   電書協「EPUB 3 制作ガイド」公開 

l  2012年10月   緊デジ「EPUB3.0テンプレート」公開 

l  2012年11月   Amazon 日本向け「Kindle」発売 

l  2013年  3月   Apple 日本向け「iBookstore」を開始 



でも困っていませんか？ 
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オープンスタンダード 



EPUB研究会は、 

EPUBによるコンテンツ制作の課
題解決に貢献することによって、 

電子書籍市場の発展を推進しよう
としています。 
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講師プロフィール 
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田原 恭二 
kyoji.tahara@toppan.co.jp 

情報・ネットワーク系事業の開発部門マネージャーです。主な業務は 

l デジタルフォントの開発 
l 電子出版関連のシステム開発 
l 電子出版関連の標準化活動 

などを行っています。 



経歴 

10	  

1985 l  CTSシステム開発 

1990 l  CD-ROM用辞書コンテンツのデータ編集システム開発 
l  出版コンテンツの構造化フォーマット開発 

2000 
l  地図情報サービス研究 
l  博物館収蔵品管理のメタデータ研究 
l  電子ペーパー用途開発 
l  InDesignベースのCTSの実現 

2010 l  電子書籍制作システム開発 
l  デジタルコンテンツ用凸版フォント開発 

業界貢献 

l  電子出版制作・流通協議会「EPUB研究会」座長 
l  IVS技術促進協議会「字形共有基盤活用部会」部長 
l  次世代ウェブブラウザにおけるテキストレイアウト検討会・委員 
l  〃 電子書籍関連分科会・副座長 
l  経産省「外字・異体字利用環境整備事業」(2010-2011） 
l  経産省「電子書籍交換フォーマット普及促進」（2011） 
l  IDPF EPUB3 WG EGLS（2010-) 
l  INSTAC/JIS X 4051:2004 WGメンバー　ほか 



アジェンダ 
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1. ウェブ標準と出版の融合 
2.  EPUB研究会の活動 
3. 電子書籍のかたち 
4. Q&A 



ウェブ標準と出版の融合 
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part 1 



私たちを取り巻く背景
として 
ウェブ標準と産業の融
合は避けられない 
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（例）電子書籍 
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×



書籍制作の変遷 
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1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 

!  インターネット 

!  携帯電話 
!  スマートフォン 
!  タブレット 

!  CD-ROM !  DVD !  カセットテープ 
!  VHS 

!  デジタルカメラ 

14,728 22,435 35,920 61,302 76,528 82,201 

高度経済成長期 バブル経済期 グローバル化 

活字組版 

コンピュータ組版 
!  CTS !  DTP 

電子書籍 



電子書籍フォーマットの潮流 
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l  オープンスタンダード 
l  出版とウェブ標準との融合 



EPUB3 Becomes Final IDPF 
Specification OCTOBER 10, 2011 
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2011年10月、実質的国際標準電子書籍フォ
ーマットであるEPUBがバージョン3となり、
リッチ表現などのさまざまな機能拡張が行わ
れるとともに、日本語の縦書きやルビにも対
応した。 



表示例（kindle） 
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表示例（iBooks） 
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数式 
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テキスト読み上げ 
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標準化の必要性 
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1.  一定の品質・安全の保証 
2.  互換性・相互運用性の確保 
3.  低コスト化・調達の容易化 
4.  技術の普及と市場の拡大 

l 一定水準を確保し、互換性を確保することで、利用者の保護およ
び利便性を向上させられる 

l 低コスト化や市場の拡大により、産業の競争力が向上する 



協調領域と競争領域 
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協調領域 
＜市場創出＞ 
同一標準を採用する国や企業が増え
ることで、グローバル市場を創出 
 
＜開発投資の効率化＞ 
標準化に準拠することにより、そこ
への投資が削減され、新たな分野へ
の開発に投資できるようになる 
 
＜WTO/TBT協定への準拠＞ 
加盟国の政府調達においては、国際
標準に準拠することが義務化 

競争領域 
＜市場シェアの拡大＞ 
他社との差別化を図ることにより、
製品・サービスのグローバル市場の
シェアが拡大 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
略
的
な
活
用
が
重
要 

市場の拡大 市場シェアの拡大 



EPUB研究会の活動 
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part 2 



活動方針 
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EPUB3によるコンテンツ制作の共
通課題の解決に向けた議論を行い 

l  会員各社のコンテンツ制作力の
レベルアップを図る 

l  EPUBの普及による電子書籍市
場の拡大に貢献する 



EPUB研究会メンバー 
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技術委員会　委員長：植村八潮 
部会長：田原恭二（凸版印刷）、副部会長：高橋仁一（大日本印刷） 

l  凸版印刷 
l  大日本印刷 
l  インプレスR&D 
l  シャープ 
l  豊国印刷 
l  電通 
l  インテル 
l  モバイルブック・ジェーピー 
l  アンテナハウス 
l  フューズネットワーク 

l  慶昌堂 
l  暁印刷 
l  富士通 
l  方正 
l  図書印刷 
l  アライド・ブレインズ 
l  専修大学 
l  出版デジタル機構 
l  ココム 

19社 



活動実績（2011年秋～） 
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l  EPUB制作ガイド比較 
v  電書協制作ガイド、JBasic、日本語ベーシック基準 他 

l  EPUB3.0ビューア調査 
v  同じコンテンツが各ビューアでどのように見えるか調査 

l  総務省主催・次世代Webブラウザのテキス
トレイアウトに関する検討会とメンバー連携 
v  電子書籍関連分科会「相互運用性確保の検討」等 

l  IDPFカンファレンス、W3Cワークショップ
などへメンバー参加 



活動紹介 
EPUB3.0ビューア調査 
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各制作会社がそれぞれ、複数の端末やアプ
リの表示・表現を調査し、制作結果と照ら
し合わせてコンテンツ制作を行っている 
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各社が個々に調査するのではなく、共通の
調査結果を共有することで、制作の効率化
を図りたい 
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概要 
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縦組EPUB 

横組EPUB 

共有サンプル 調査結果 
Readiumの表示結果を参照
しつつ各RSで調査を実施 

リフロー型コンテンツ 

共有 共有 



調査したReading System 
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1� Readium� IDPF�

2� Kindle1Paperwhite� Amazon� Kindle���

3� Kobo1Touch� 	������� Kobo����������

4� iBooks�@iPad�� Apple� iBookstore�

5�
Sony1Reader11
�
����

SONY� Reader1Store�



調査項目 
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文字回転 
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Readium 縦組→○ 
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iBooks 縦組→○ 
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kindle PW 横組→△ 
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揃え 
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Readium 縦組→○ 
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kindle PW 縦組→○ 
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iBooks 縦組→△ 
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制作時に注意が必要なもの（1） 
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制作時に注意が必要なもの（2） 
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調査結果とサンプルデータを
公開中です。ご活用ください。 
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http://aebs.or.jp/seminar20130325.html 



これからの活動 
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活動項目 
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l  日本版 EPUB 3 Support Grid　　
作成の検討 

l  制作運用に役立つ情報の集約 
v  赤字修正時の留意点、校閲方法ノウハウ、制作上困難な箇所
の明確化など 

l  総務省主催・次世代Webブラウザのテキストレイア
ウトに関する検討会とメンバー連携（継続） 
v  電子書籍関連分科会「相互運用性確保の検討」等 

l  キーマンによる講演会・報告会の開催 



日本版 EPUB 3 Support 
Grid 作成の検討 
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Reading system間の実装の差
（fragmentation） 
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l  EPUBで規定されていないfragmentation 
v  大きなリスクであることを認識→EPUB標準化を望む 

l  EPUBで規定されているが実装のプライオリ
ティ差によって生じるfragmentation 
v  自己責任 
v  米国はBISG (Book Industry Study Group) が調査し、
EPUB 3 Support Grid を発行 



米国は出版社とビューアベンダー
の協調によりBISGが情報を集約 
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50	  http://www.bisg.org/what-we-do-12-152-epub-20-support-grid.php 

BISG EPUB 3 Support Grid 



日本版 EPUB 3 Support Grid
作成に向けて 
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l  BISGへEPUB 3 Support Grid Portal
作成の働きかけ 

l  BISGのGrid拡張（日本版項目追加）の検討 
l  日本のビューアベンダ（情報提供）・関連
業界団体等の協力体制構築の検討 

l  日本版Support Gruid管理サイトの検討 



日本版項目追加（例） 
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機能 
文字修飾、傍線、揃え、字下げ、 
改ページ、罫線、行間、外字、 
縦中横、圏点、文字回転、扉 etc. 

RS 

BookLive、honto、Kinoppy、
MCBook、B in B、 
Yahoo! Bookstore Reader、biblio 
leaf、kobo、BOOK☆WALKER、
GALAPAGOS STORE etc. 



電子書籍のかたち 
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part 3 
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電子書籍のかたち 

出版市場1.7兆円の一部が電子書籍化す
るのではなく、融合して拡大する市場 

隣接する市場との融合＆ボーダレス 

•  ソーシャルゲーム市場 
•  スマホアプリ市場 
•  ソフトウェア市場 

•  映画・音楽市場 
•  クラウドビジネス市場 
•  情報通信市場　etc. 

新しいメディアのかたちへ 
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サービス産業化する出版 

モノから 
価値へ 



出版（紙） 

出版イノベーションとチャレンジ 
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タイムライン 

メ
デ
ィ
ア
の
変
貌 

出版とウェブ標準技術との融合 

★紙の置き換え 

★新たな概念 
★新たな価値 



EPUB研究会の活動は 
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すべては、これからの情報コミュニケーションを支える
電子出版制作・流通基盤の進展のために 

是非、電流協およびEPUB
研究部会へご参加ください。 



電子出版制作・流通協議会 

http://aebs.or.jp/ 

ご清聴ありがとうございました。 



Q&A 
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part 4 


